
本学独自の奨学金                                         
 
※本学独自の奨学金はすべて返還の必要はありません。 
①派遣留学奨学金 
内  容 
 
 
対象学年 
募集人数 
選定方法 
募集時期 
申込方法 
給付金額 

在学中に留学を希望する学生の中で、学業成績優秀で人物も優れており、留学先において充

分な成果をあげることができると思われる学生に対し留学先大学等の授業料相当額を奨学

金として授与する制度 
２年生・３年生・４年生 
７名（２００７年度実績） 
在学中の成績と面接。 
毎年４月。 
国際交流センター事務室で申請書類を受け取り、必要事項を記入し提出する。 
留学先大学等の授業料相当額 

 
②勤労奨学金 
内  容 
 
 
対象学年 
募集人数 
選定方法 
募集時期 
申込方法 
給付金額 

毎朝３０分程度の軽作業（教室の机と黒板ふきあるいは体育館清掃、ライブラリー清掃）、

または週１８０分の補助事務（授業のない時間帯に行う）を行うことにより月額１万円を授

与する制度。 
全学年 
１０名 
保護者の経済状況、本人の学業成績、アドバイザーとの面接を通して総合的に判断する 
毎年４月、申込締切日等詳細は掲示板で周知する 
学生要覧に綴じ込みの勤労奨学生願書を学生係へ提出。 
月額１万円。（年間８万円で、３月・８月・９月には支給されません） 

 
③スカラシップ入試奨学金 
内  容 
対象学年 
募集人数 
選定方法 
募集時期 
申込方法 
給付金額 

本学のスカラシップ入試を受験した者のうち成績上位者に奨学金を授与する制度。 
１年次入学新入生のみ、スカラシップ入試での受験を希望する者。 
１０名 
スカラシップ入試の学力試験の結果により決定。 
毎年１月に実施するスカラシップ入試出願期間。 
本学受験の際に入試広報室へ願書を提出（スカラシップ入試を受験すること）。 
上位５名：初年度納入金の授業料および教育充実費相当分 
次点５名：初年度納入金の半期分の授業料および教育充実費相当分（納入金減額方式） 

 
 
 



④ＳＳ－１奨学金（特別奨学金） 
内  容 
 
 
 
対象学年 
 
募集人数 
選定方法 
募集時期 
申込方法 
給付金額 

各年度１２月末日までに発表されたＡＯ入試の合格者および１１月実施の推薦入試合格者

を対象に「長崎外国語大学基本英語構文集」から出題をし９５点以上を取得した者に年間２

５万円の奨学金を授与する制度。１学年毎に学年末の成績を審査し次年度の受給有無を決定

する。 
１年次入学新入生のみ。各年度１２月末日までに発表されたＡＯ入試の合格者および１１月

実施の推薦入試合格者。 
人数制限なし。 
「長崎外国語大学基本英語構文集」テストの結果により決定。 
各年度１２月上旬～１月中旬頃 
合格通知とともに送られてくる申請用紙を記入し入試広報室へ提出。 
年間２５万円。４年間で１００万円（１年次は返金方式、２年次以降は納入金減額方式） 

２年次以降の給付条件（成績要件） 
①その学年までに卒業に必要な単位を修業年限で平均した単位数以上を取得し、かつ進級保留や卒業保留の可能

性がないこと。 
②対象年次の卒業要件となる取得単位のうち「秀」「優」「良」「可」の評価方法で「可」の数が全体の５％を超

過しないこと。 
※なお、一度給付条件を満たせなくなった場合でも再度条件を満たせば、その翌年奨学金を受給できるものと

する。 
③この奨学金の受給対象者が留学した場合は、留学中の成績を必要充分に取得し帰国後の面接等によって留学時

における学習成果を認められれば引続き受給できるものとする。また、当該年次のいずれかの学期について本

学での成績が確認できる場合には上記①②の成績要件を満たすことを条件に加える。連続して１年を超える留

学をした者については受給資格はないものとする。 
 
⑤ＳＳ－２奨学金（特別奨学金） 
内  容 
 
 
 
 
対象学年 
 
募集人数 
選定方法 
募集時期 
申込方法 

各年度１２月末日までに発表されたＡＯ入試の合格者および１１月実施の推薦入試合格者

で、本学が経済上受給資格を有すると認める者（日本学生支援機構第二種奨学金の受給資格

を有する程度を基準とする）で、「長崎外国語大学基本英語構文集」から出題をし８５点以

上を取得した者に年間２５万円の奨学金を授与する制度。１学年毎に学年末の成績を審査し

次年度の受給有無を決定する。 
１年次入学新入生のみ。各年度１２月末日までに発表されたＡＯ入試の合格者および１１月

実施の推薦入試合格者。 
人数制限なし。 
家計の経済状況と「長崎外国語大学基本英語構文集」テストの結果により決定。 
各年度１２月上旬～１月中旬頃 
合格通知とともに送られてくる申請用紙と収入基準算定調書を記入し、主たる家計支持者の



 
給付金額 

収入を証明する書類を添付して入試広報室へ提出。 
年間２５万円。４年間で１００万円（１年次は返金方式、２年次以降は納入金減額方式） 

２年次以降の給付条件（成績要件） 
①その学年までに卒業に必要な単位を修業年限で平均した単位数以上を取得し、かつ進級保留や卒業保留の可能

性がないこと。 
②対象年次の卒業要件となる取得単位のうち「秀」「優」「良」「可」の評価方法で「可」の数が全体の５％を超

過しないこと。 
※なお、一度給付条件を満たせなくなった場合でも再度条件を満たせば、その翌年奨学金を受給できるものと

する。 
③この奨学金の受給対象者が留学した場合は、留学中の成績を必要充分に取得し帰国後の面接等によって留学時

における学習成果を認められれば引続き受給できるものとする。また、当該年次のいずれかの学期について本

学での成績が確認できる場合には上記①②の成績要件を満たすことを条件に加える。連続して１年を超える留

学をした者については受給資格はないものとする。 
 

 
⑥特別支援奨学金 
内  容 
 
 
対象学年 
募集人数 
選定方法 
募集時期 
申込方法 
 
給付金額 

本学の２年生、３年生および４年生の各年次に所属する学生のうち、本学が定めた経済的受

給基準を満たす者のうち５名以内に年間２５万円を授与する制度。経済的基準は日本学生支

援機構第二種奨学金の受給基準程度とする。 
２年生・３年生・４年生 
各学年５名。 
家計の経済状況と学年末の成績により決定 
毎年１月頃 
申請用紙と収入基準算定調書を記入し、主たる家計支持者の収入を証明する書類を添付して

学生係へ提出。 
年間２５万円（納入金減額方式） 

特別支援奨学金を受けるための成績の基準 
①その学年までに取得すべき標準単位を取得し、かつ進級保留や卒業保留の可能性がないこと。 
②対象年次の卒業要件となる取得単位のうち「秀」「優」「良」「可」の評価方法で「可」の数が全体の５％を超

過しないこと。 
③該当者が５名を超える場合は「秀」の数が多い者。それでも超過する場合は「優」の数が多い者。なお超過す

る場合はさらに「良」の数を勘案し検討する。 
④編入生については編入学した次の年次から対象となる。 
⑤在学中半年以上の留学をした者は、留学を経験する年次の次年度について選考の対象外となる。 

 
 



⑦ファミリー奨学金 
内  容 
 
 
 
 
 
対象学年 
募集人数 
選定方法 
 
募集時期 
申込手続き方法 
 
給付金額 

本学入学時に本学および長崎外国語短期大学を卒業した者または在籍している者が二親等

以内の親族にいる者に対し入学金２５万円を授与する制度。 
但し、複数名が同時に入学しかつ入学時に本学および長崎外国語短期大学の在学者ないし卒

業者が定められた範囲に親族に存在しない場合は、いずれか１名以外を対象とする。また、

入学時定められた範囲に親族に学生が本学および長崎外国語短期大学に在籍した者があっ

ても中途退学者のみ存在する場合は対象としない。 
新入生のみ。 
人数制限なし。 
二親等以内の親姻戚関係を証明できる書類の提出を受け、本学にて卒業あるいは在籍の確認

をして決定。 
各年度４月１日～４月３０日 
申請用紙を学生支援室学生係で受け取り必要事項を記入し、親姻戚関係を証明できる書類

（住民票や戸籍抄本）を添えて学生係へ提出する。 
入学金２５万円（返金方式）。 

 
 
 
下記、「長崎学院授業料融資制度」は本学独自の奨学金ではなく、本学の提携銀行である十八銀行から授業料等

校納金を融資してもらう経済的支援策のひとつです。融資するのは大学４年次の秋学期分の校納金です。 
《長崎学院授業料融資制度》 
内容 
 
 
対象学年 
募集人数 
選定方法 
 
募集時期 
申込方法 
融資金額 
返還の有無 

向学心に富みながら、経済的理由により授業料の支払いが困難である者に対し、大学４年次

秋学期分の授業料等校納金を本学の提携銀行から融資する制度。在学中の利子は本学にて負

担する。 
大学４年次在籍学生で卒業保留の恐れのない者。 
制限なし。 
学内成績。 
保証会社による審査。（保証会社の審査を通過した者だけが融資を受けることができる） 
毎年７月中旬頃。詳細は掲示板にて周知。 
学生支援室学生係において仮申請書を受け取り必要事項を記入して提出。 
大学４年次の秋学期授業料等校納金 506,000円 （本学口座へ振り込み） 
返還の必要あり。卒業後、５年以内に返還。 

 
 
 
 
 



 本学独自の奨学金は併給できないものがありますので注意してください。下表で×印の付いているものは併給

できません。なお、日本学生支援機構奨学金と本学独自の奨学金はどれも併給できます。また、入学後に日本学

生支援機構奨学金への応募を希望している場合、本学独自の奨学金を受け取ることが決定している人は、日本学

生支援機構奨学金申込の際の授業料の控除額が減額されますのでご承知おきください。ただし、派遣留学奨学金、

勤労奨学金、ファミリー奨学金は除きます。 
《奨学金併給一覧表》 
 派遣留学 

奨学金 

勤労奨学金 ｽｶﾗｼｯﾌﾟ入

試奨学金 

SS-1 

奨学金 

SS-2 

奨学金 

特別支援

奨学金 

ﾌｧﾐﾘ  ー

奨学金 

授業料融資 

制度 

派遣留学奨学金  ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 
勤労奨学金 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ｽｶﾗｼｯﾌﾟ奨学金 ○ ○  × × ○ ○ ○ 
SS-1奨学金 ○ ○ ×  × × ○ ○ 
SS-2奨学金 ○ ○ × ×  × ○ ○ 
特別支援奨学金 △ ○ ○ × ×  ○ ○ 
ﾌｧﾐﾘｰ奨学金 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 
授業料融資制度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
△･･･留学をした翌年は選考から外れるため。ただし２年次については１年次の成績を参照するため受給可能である。

また２年次の秋学期のみの留学であれば３年次の成績を参照して４年次受給の対象となり、３年次の春学期のみの留学

であれば２年次の成績を参照して３年次受給に関して選考の対象となる。 

 
 


